
Ⅰ．令和８年度学力検査の全体的状況

１．全体出題方針

（１）中学校学習指導要領に示されている各教科の目標に則して出題した。

（２）中学校における日常の学習とその成果をみることができるようにした。

（３）各教科とも知識及び技能とともに、思考力、判断力、表現力をみることができるように配慮した。

２．受験者の学力検査点の状況

令和８年度学力検査結果

学力検査合計平均点

・学力検査合計点の最高点は 292 点、最低点は 11 点であった。

・学力検査合計点の平均は、過去５年間の平均点（151.9 点）に

比べ低い。

学力検査合計点の分布状況

・学力検査合計点の分布については、令和７年度と比べて 150 点以上の層で人数の割合が増えている。

令和８年度 147.3 点

令和７年度 143.2 点

令和６年度 156.1 点

令和５年度 144.5 点

令和４年度 158.4 点

令和３年度 157.5 点

※割合は各得点層の人数の割合（％）



３．教科別学力検査点の状況

令和８年度学力検査結果

(   )内は割合（％）

・教科ごとの平均点の最高点と最低点の差は 5.9 点（社会 32.3 点、理科 26.4 点）となっており、昨年度の

7.2 点（国語 33.7 点、理科 26.5 点）より小さくなった。

教科別学力検査点の分布状況
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